
経済情勢 

(６月分) 

２０１２年７月 

在コロンビア日本大使館 

 

Ⅰ 概要 

●14日，コロンビア韓国 FTA交渉が終了した。25日には，李韓国大統領がコロンビアを訪

問し，同 FTA合意にかかる共同宣言が署名された。 

●26 日，ベルギー・ブリュッセルにて，カレル・ドゥグヒュトＥＵ貿易担当委員とディア

ス・グラナドス商工観光相により，コロンビア EU・FTAが署名された。 

●国家統計庁（DANE）の発表によれば，2012 年第 1 四半期のコロンビアの実質 GDP 成長率

は前年同期比＋4.7％であった。 

 

Ⅱ 主な出来事 

＜国内情勢＞ 

（１）実質 GDP成長率（以下，成長率） 

（ア）国家統計庁（DANE）発表：（21日，当地紙報道） 

 2012 年第 1 四半期のコロンビアの成長率は前年同期比で＋4.7％となり，前期の＋6.1％

から減速がみられた。産業別では，鉱業（＋12.4％），金融・保険・不動産・法人サービス

（＋6.7％）及び運輸・倉庫・通信（＋6.1％）が好調であったが，建設業（－0.6％）及び

農林水産業（－0.4％）はマイナス成長となった。 

（イ）世銀「世界経済見通し 2012」：（13日，当地紙報道） 

 世銀は，2012 年の世界経済の成長率を 2.5％，ラ米については 3.5％と予測した。また，

コロンビアの成長率に関しては前年（5.9％）を下回る 4.7％とした。 

 

（２）インフラ 

 政府及びコロンビア空軍は，航空宇宙フォーラムにて，2014 年より国家の安全保障，自

然災害の防止，環境管理を目的とする観測衛星（6000 万ドルから 1 億ドル）を配備する予

定だと発表した。（30 日，当地紙報道） 

 

（３）企業動向 

 20日より，TOYOTA DE COLOMBIA社と YAMAHA-INCOLMOTOS社が，企業提携を行い，マーケ

ティングやアフターサービスに関するノウハウを両社で共有する。（20日，当地紙報道） 

 

（４）その他 

（ア）4日，日本の豪華クルーズ船「飛鳥Ⅱ」が，960名の乗客及び従業員を乗せてカルタ

ヘナ港に初寄港した。（6日，当地紙報道） 

（イ）12 日，環境保護を目的としたグリーン税の専門家である井上雄祐氏（環境省勤務）

が，ナショナル大学の招待でコロンビアを訪問し，同大学にて日本の環境政策について講



演を行った。（14日，当地紙報道） 

（ウ）大手格付け会社フィッチ・レーティングス(Fitch Ratings)は，コロンビアの外貨建

て長期債格付けを投資適格級である「BBB－（見通し：安定的）」に据え置いた。（20日，当

地紙報道） 

 

＜対外関係＞ 

（１）対 EU・FTA 関連 

（ア）26 日，ベルギー・ブリュッセルにて，カレル・ドゥグヒュトＥＵ貿易担当委員とデ

ィアス・グラナドス商工観光相により，コロンビア EU・FTA が署名された。今後，コロン

ビア議会において同 FTA が審議され，憲法裁判所による審査が行われる。EU 側の手続きと

しては，欧州理事会，欧州議会の承認及び EU 各国の国会による批准が必要となる。 

（イ）3～6 日，コロンビアのインフラ，鉱山資源，通信等の業界と交流を図るため，イタ

リアから 60名の企業経営者がコロンビアを訪問した。 

（ウ）20～23 日，ポルトガルの 65 社がコロンビアを訪れ，国内企業と交渉会合を開いた。

同時期に，コエリョ・ポルトガル首相もコロンビアを訪問し，再生可能エネルギーやエネ

ルギー効率の分野における技術協力強化に関する覚書を交わした。 

 

（２）対イスラエル FTA関連 

 7日に終了した対イスラエル FTA交渉第 2回会合では，市場アクセス，原産地規則及び検

疫措置に関する議論に進展があった。次回の交渉は 9月に開催される予定。 

 

（３）対コスタリカ FTA関連 

 15日，コスタリカを訪問中のサントス大統領とチンチージャ・コスタリカ大統領が，FTA

交渉開始に関する文書に署名した。7月に第 1 回目の交渉がボゴタにて行われる予定。 

 

（４）太平洋同盟関係 

 6日，コロンビア，メキシコ，ペルー及びチリの大統領がチリのアントファガスタに集ま

り，太平洋同盟の枠組み協定に署名した。現在はオブザーバーであるコスタリカやパナマ

も，将来的にはメンバー入りする可能性がある。 

 

（５）対アジア関係 

（ア）対日関係 

 ディアス・グラナドス商工観光相は，日・コ EPA 共同研究の報告書が近々完成すること

から，日本との EPA 交渉が本年半ばにも開始される可能性を示唆した。また，日・コ投資

協定に関しては，7月 20日に始まる次期国会に上程される予定だと発言した。 

（イ）対韓関係 

 13日，2 年半にも及ぶコロンビア・韓国 FTA交渉が，7回の交渉と 4回のミニラウンドを

経て終了した。25 日には，李韓国大統領がコロンビアを訪問し，同大統領とサントス大統

領立会いの下，ディアス・グラナドス商工観光相とパク・テホ外交通商部通商交渉本部長



によって，同 FTA交渉終了にかかる共同宣言が署名された。「コ」政府は 2014年前期の FTA

発効を目指す。コロンビアから輸出される花卉の関税（18～23％）は 5 年間で段階的に撤

廃され，韓国からの輸入品目である自動車は 10 年，白家電に関しては 12 年かけて段階的

に撤廃される。 

 

＜経済指標＞ 

（１）経済活動全般 

（ア）実質工業生産指数（DANE発表） 

 4 月の実質工業生産指数（コーヒー豆加工を除く）は前年同月比で－1.6％であった。48

項目のうち 27項目に減少が見られ，自動車は同－31.8％となった。 

（イ）実質小売売上高指数（DANE発表） 

 4 月の実質小売売上高指数は前年同月比－2.8％であった。家庭用情報機器（＋15.1％）

等が伸びた一方，電化製品及び家具（同－8.1％），化粧品・身の回り品（同－7.6％）等が

マイナスとなった。 

（ウ）消費者信頼感指数（Fedesarrollo発表） 

 5月の消費者信頼感指数（ICC）は 26.5％と前月（26.6％）とほぼ横ばいだった他，前年

同月比を 16.4％ポイント上回った。 

 

（２）産業動向 

（ア）原油生産量（国家炭化水素庁（ANH）発表） 

 5月の原油生産量は日量 93.6万バレルであり，前月の 95.7万バレルから 2.2％減少した

ものの，前年同月比では＋1％と僅かに伸びた。 

（イ）コーヒー 

（ⅰ）生産（コーヒー生産者連合会（FNC）発表） 

 FNC 加盟コーヒー生産者による 5 月のコーヒー生産量は，68.9 万袋（1 袋＝60 ㎏）とな

り前年同月の 67.3 万袋を上回ったが，過去 12 ヶ月間の累計では，前年同期比で 24％減少

した。 

（ⅱ）価格（国際コーヒー機関発表） 

 5 月のコロンビア産マイルド・アラビック・コーヒーの価格は月平均 1 ポンド＝2.07 ド

ル（前月は同 2.14ドル，前年同月は同 3.02ドル）であった。 

（ウ）新車販売（7日，当地紙） 

 5 月の新車販売台数は 27,339 台と，前年同月比で－3.07％であったが，1 月から 5 月ま

での新車販売台数累計は 134,082台と，前年同期比で＋2.2％となった。 

 

（３）物価・雇用（DANE発表） 

（ア）物価 

 5月の消費者物価上昇率は＋3.44％（前年同月比，以下同）と，前月の＋3.43％から僅か

な上昇が見られた。また，5月の生産者物価上昇率は 0.80％であった。 

（イ）雇用 



 5 月の全国平均失業率は 10.7％と，前年同月の 11.2％から 0.5％ポイント改善したが，

主要 13都市の平均失業率は，前年同月の 11.0％から 11.9％へと悪化した。 

 

（４）金融政策 

（ア）政策金利 

 中央銀行理事会は 29日の政策決定会合にて，前月に続き政策金利を 5.25％に据え置くこ

とを決定した。 

（イ）新硬貨発行（8 日，当地紙報道） 

 13日より，環境のデザインが施された硬貨（50ペソ，100ペソ，200ペソ，500ペソ及び

1000ペソ）が発行された。1000ペソに関しては，偽札が横行していた紙幣に替わり，硬貨

が使用される。 

 

（５）対外債務（中銀発表） 

 2月末の対外債務総額は 767.98億ドルと，前年同月比で＋14.78％となり，98.93億ドル

増加した。内訳は 439.73億ドルが公的債務で，328.25億ドルが民間債務となっている。 

 

（６）貿易収支（DANE 発表） 

 4 月の貿易黒字（FOB）は，6.4 億ドルであり，1 月から 4 月の累計貿易黒字は 28.7 億ド

ルとなった。輸出（FOB）全体では，前年同月比＋4％の 48.9 億ドル，輸入（CIF）全体で

は，同＋6％の 42.1億ドルとなった。 

 

 

  



Ⅲ 主な経済指標 

 

 

（了） 

（１）経済活動指数
　　（単位：％，出所：DANE）

11/4 12/2 12/3 12/4

  （ア）実質工業生産指数（前年同月比） 2.0 4.5 -0.9 -1.6

  （イ）実質工業売上高指数（同） 2.3 3.9 0.0 -0.8

  （ウ）実質小売売上高指数（同） 23.2 9.4 5.1 -2.8

　（エ）新規建設着工承認面積（単位：万㎡） 190.5 169.2 136.8 134.2

（２）失業率
　　（単位：％，出所：DANE）

11/5 12/3 12/4 12/5

　（ア）全国平均 11.3 10.4 10.9 10.7

　（イ）主要13都市平均 11 11.0 11.4 11.9

（３）消費者物価上昇率
　　（単位：％，出所：DANE）

11/5 12/3 12/4 12/5

　（ア）前月比 0.28 0.12 0.14 0.30

　（イ）前年同月比 3.02 3.40 3.43 3.44

（４）政策金利
　　（単位：％，出所：中央銀行）

11/6 12/4 12/5 12/6

4.25 5.25 5.25 5.25

（５）為替（対ドル為替レート）
　　（単位：ペソ，出所：中央銀行）

11/6 12/4 12/5 12/6

　（ア）月初 1,797.83 1,792.07 1,768.19 1,833.80

　（イ）月末 1,780.16 1,761.20 1,817.34 1,784.60

　（ウ）最高値 1,769.83 1,793.30 1,831.58 1,834.71

　（エ）最安値 1,797.83 1,761.20 1,763.12 1,766.91

（６）株式指数IGBC
　　（単位：ポイント，出所：「コ」証券取引所）

11/6 12/4 12/5 12/6

　（ア）月初 14,462.77 15,038.71 15,460.97 14,130.05

　（イ）月末 14,067.73 15,215.78 14,586.57 13,417.51

　（ウ）最高値 14,462.77 15,215.78 15,460.97 14,149.32

　（エ）最安値 14,026.12 14,830.18 14,293.73 13,081.10

（７）貿易
　　（単位：百万ドル，出所：DANE）

11/4 12/2 12/3 12/4

　（ア）輸出額（FOB) 4,697.3 4,836.0 5,687.4 4,885.9

　（イ）同　年内累計 17,326.4 9,526.9 15,347.9 20,303.9

　（ウ）輸入額（FOB） 4,001.0 4,298.8 4,670.7 4,249.1

　（エ）同　年内累計 15,576.0 8,511.2 13,181.8 17,430.8

（８）労働者送金
　　（単位：百万ドル，出所：中央銀行）

11/4 12/2 12/3 12/4

317.5 310.9 346.9 340.0

（９）ガソリン価格
　　（単位：ペソ，出所：鉱山・エネルギー省）

11/6 12/4 12/5 12/6

　　注：ボゴタのレギュラーガソリン１ガロン当たり 8,535.54 9,040.41 9,002.92 8,847.92

（１０）自動車販売台数
　　　（単位：台，出所：FENALCO社）

11/5 12/3 12/4 12/5

　（ア）単月 28,205 30,549 24,941 27,339

　（イ）年内累計 131,107 81,802 106,743 134,082


